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－

審判 主審 副審

陽南 樟蔭東
No. 得点 3P 2P FT Ｆ No. 得点 3P 2P FT Ｆ

4 ＊ (C) 4 0 2 0 2 4 ＊ (C) 16 2 4 2 3

5 ＊ 6 0 1 4 4 5 ＊ 15 1 4 4 4

6 0 0 0 0 0 6 - - - - -

7 - - - - - 7 ＊ 10 0 5 0 4

8 - - - - - 8 - - - - -

9 - - - - - 9 ＊ 12 2 3 0 3

10 - - - - - 10 - - - - -

11 - - - - - 11 - - - - -

12 - - - - - 12 ＊ 2 0 1 0 0

13 ＊ 30 0 13 4 3 13 18 2 6 0 2

14 - - - - - 14 - - - - -

15 ＊ 20 0 9 2 1 15 9 0 3 3 2

16 ＊ 6 0 3 0 0 16 - - - - -

17 - - - - - 17 - - - - -

18 - - - - - 18 - - - - -

66 0 28 10 10 82 7 26 9 18

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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陽南 66

会 場 広島県立総合体育館

 鈴木    誠

82 樟蔭東

警告：合計が違います

 三村  力丸

１日目 予選リーグK

結
果 (大　阪)○

1GE3
期 日
試合区分

●

警告：合計が違います

　　１Q開始から樟蔭東はオールコートマンツーマンDefで陽南にプレッシヤーをかける。対する陽南は樟蔭東＃５に
対してボックスワンを敷き、得点を抑えようとする。陽南は＃１３のインサイドや＃１６の速攻で、樟蔭東は＃４、＃７の
１対１などで得点を重ね、陽南１８－１９樟蔭東で１Q終了。２Q樟蔭東は＃９の速攻や＃７のリバウンドシュートなどで
一時２３－３０と７点差をつけるが、陽南も＃１３や＃１５のインサイドを中心としたプレイで追い上げ、残り３分を切った
ところで、３２－３０と逆転。その後樟蔭東＃１３のハイポストからのシュートなどで再逆転し３６－３８樟蔭東２点リード
で前半終了。
　３Qの立ち上がり、陽南＃１３のインサイドプレイで同点となってからは一進一退の攻防が続く。残り３分を切ったあ
たりから陽南が連続７得点し、残り１分で５２－４８と４点差をつける。樟蔭東も残り１０秒、＃１３がシユートを決め、陽
南５２－５０樟蔭東で４Qへ。４Q開始２分あたりから樟蔭東の厳しいDefが成果を現し始め、パスカットからの速攻など
で得点を重ね、残り４分で５８－６５樟蔭東７点のリードとなる。対する陽南は２－２－１オールコートプレスDefで積極
的にボールを奪おうとするが、ボールキープ力もある樟蔭東に対して思うようにボールがとれない。樟蔭東はその後
も着々と得点を重ね６６－８２で勝利した。樟蔭東の鍛えられたDefとそれに対する陽南の積極的なOffが印象的な好
ゲームであった。
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